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　さわやかな五月晴れのもと、第12回
芦刈町ソフトボール大会が開催されま
した。前年度優勝チームが初戦で敗退
する波乱が起きる中、熱戦が繰り広げ
られ、六丁チームが初優勝を果たしま
した。
　今年は10チームの参加があり、皆さ
ん笑顔で競技を楽しみ、交流を深めて
いました。

【試合結果】
 〔優　勝〕六丁チーム
 〔準優勝〕浜高チーム

　ドゥイング三日月が今年で、開館20
周年を迎え、記念イベントを開催しま
した。佐賀女子短期大学の白
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教
授による記念講演や、図書館内でのミ
ニコンサート、でっかいおはなし会な
ど、さまざまなイベントが行われ、来
場者と一緒に祝いました。また、ロビー
には開館から現在までのドゥイング三
日月の写真を展示し、これまでを振り
返りました。
　これからもより良いサービスを提供
できるように取り組んでいきます。

　市内のスーパー２カ所で、小城町消費
者グループの皆さんによる消費者トラ
ブル防止のための県下一斉キャンペー
ンが行われました。「消費トラブルの事
例」「被害防止の心得６か条」が書かれた
チラシを配布して、トラブルに遭わな
いように注意を呼び掛けられました。

《困ったときはすぐ相談を！》
小城市消費生活センター（西館１階）
☎72・5667
・相談日　毎週月・火・水・金曜日
　９時30分～16時30分
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　小城市と公益社団法人小城市シル
バー人材センターとの間で、「空家等の適
切な管理の推進に関する連携協定」を
締結しました。この協定は、年々増加
傾向にある市内の空家等の問題につい
て、双方が連携・協力して取り組むこ
とを規定しています。
　今後はこの協定に基づき、市内の空
家等の適切な管理の促進のため、市と
シルバー人材センターは連携・協力し
て取り組んでいきます。
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あなたの身近な出来事や話題をお寄せください。（総務課 ☎37・6113）
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　市内の子どもたちが文化的な活動を
発表する第２回ＫＩＤＳ ＦＵＮ「主役は
きみだ！」がドゥイング三日月で開催
されました。
　舞台ではピアノソロやダンス、詩吟
など11組の子どもたちが日頃の練習の
成果を元気いっぱい発表し、会場から
大きな拍手が送られました。
　また、賛同いただいた企業からの協
賛金で、市内図書館へ今年も絵本を贈
呈します。～あゆの会文庫～をぜひご
利用ください。会場では熊本地震の災
害救援募金も行われました。

　地域の身近な相談役として活躍する
民生委員・児童委員が平成29年度に創
設100周年を迎えるにあたり、制度の
理解を深めてもらおうと市内４町の会
長が江里口市長を表敬訪問されました。
　会長たちは、担い手不足を課題に挙
げ、人材確保に協力を求めたい、と民
生委員協力者バッジを贈呈されました。
　江里口市長は「地域の皆さんを見守っ
ていただき感謝しています。制度を市
民の皆さんに理解をしてもらえるよう
に協力していきたい」と激励されました。

市内にある14の幼稚園・保育園・認定こども園を
毎月１園ずつ掲載しています。
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　５月に、毎年お世話になっている、
いちご農家へいちご狩りに行って来ま
した。
　ハウスの中は、甘いいちごの香りで
いっぱい！たくさん食べてお腹の中も
摘みたていちごでいっぱい！留守番の
小さなお友だちもおやつで食べました。
自分たちで摘んだいちごは、家族にお
土産で持って帰り、夕食時はいちご狩
りの話で盛り上がりました。

　日本ろう者バドミントン選手権が兵庫県で開催さ
れ、男子シングルスで永
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さん（牛津町）が優
勝されました。
　決勝ではいつも負けていた相手に勝ち、「優勝したい
気持ちが強かったことが勝因です」と語ります。
　今後は、「まず９月に開催される全国ろう者大会で
優勝を目指し、来年開催されるデフリンピックの代
表に選ばれるように頑張りたい」と話されました。
※デフリンピック
　4年に1度開催される聴覚障害者のオリンピック。

日本ろう者バドミントン
選手権で優勝
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